
令和 2 年度 いせん寺子屋 「アートカードを使って名作鑑賞をしよう」 

講師：徳之島高等学校 平野良光美術教諭 

10 月 24 日（土）伊仙町学習支援スペースにて（小中高生：6 名・大人：7名） 

はじめに 

徳之島高校で美術を教え、美

術部を全国大会へ導いてきた平

野良光教諭による自己紹介。 

高校での授業や活動を、地域

活性化へつなげつつ、自身も画

家として制作を続ける平野先生

の想いと今回の芸術ワークショ

ップに関しての説明。 

「見る、考える」だけではなく

「話す、聞く」という言語活動も

取り入れて鑑賞の本来の楽しさ

や，奥深さを味わってもらうの

が今回の最大の目的。 

今回使用するアートカードに

関する説明と先生の作品の鑑賞

など。カードは国立博物館，美術

館と霧島アートの森のものを使

用した。 

 



①名探偵ゲーム 

・グループを作り、鬼となる人を

決める 

・鬼は全体の中で 1枚だけ、気に

入った絵を他の人に気付かれな

いように選ぶ（目視のみで手に

取ったりはしない） 

・他のメンバーは、鬼が選んだ絵

がどのような絵かを一人ずつ質

問する 

・鬼はそれぞれの質問に対して

YES か NO のみで答える 

・最後に全員で鬼が選んだ絵を推

測して当てる 

 

 

 

 

 

 

 



②好きな作品のカードを選んで「題名」をつけてみる 

・アートカードの中から気に入っ

た作品をそれぞれ選ぶ 

・その作品が良いと思った理由を

全体の前で一人ずつ発表 

・作品に思い思いの題名をつけて

みる。題名をつけることで，自

分なりの解釈や価値が生まれ，

作品をすみずみまで観察するこ

とができる。あとで実際の題名

と比較して，作者の想いにきづ

くのも面白い 

 

終わりに 

 美術作品を静かに観賞するだけ 

ではなく、絵画を通じて積極的に 

理由を考えたり、推測したり、発 

表する機会を得ました。 

 「きれいだな」「気に入った 

な」という感想からさらに踏み込 

んで、自分はその作品のどこが気 

に入ったのか、特にどこに惹かれ 

たのか、考えて人前で発表するこ

とで、その作品とのつながりをよ

り深めるという経験に繋がりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 2 年度 いせん寺子屋 プログラミング教室 

 

講師：徳之島ビジョン スタッフ 

11 月 7 日（土）・14 日（土）・21日（土）・28 日（土） 

伊仙町学習支援スペース（小学生～大人：累計 48 名） 

11 月 7 日（土） 

参加人数 

子供：10 人 

大人：4人 

 

①「パソコンについて」と「プロ

グラムとはどういうものか」の簡

単な説明 

②Scratch の基本的操作方法 

③風船割りゲーム(クリックゲー

ム)を実習として作成 

 

全員無事に風船割りゲームを完成

させていました。 

 

 

 

11 月 14 日（土） 

参加人数 

子供：10 人 

大人：2人 

 

①風船割りゲームの改造(得点を

つける) 

②キャラクターが会話する物語の

作成 

 

全員無事に物語を完成させていま

した。その後、場面を追加したり

セリフを追加してもらいました。 

 



11 月 21 日（土） 

参加人数 

子供：8人 

大人：3人 

 

①シューティングゲーム作成 

 

全員無事にシューティングゲーム

を完成させていました。今回は少

し複雑なプログラムだったのです

が Scratch 経験者の子が 

悩んでる子に教えてあげたりし

て、進められました。 

 

 

 

 

11 月 28 日（土） 

参加人数 

子供：8人 

大人：3人 

 

・オリジナルゲーム作成 

今まで習ったことを使ってオリジ

ナルゲームの作成を行いました。

各自、自由にオリジナルのゲーム

を作っていました。 

1 時間 30 分という短い時間だっ

たのですがみなさん一通り動くも

のが作れているようでした。 

 

【参加者感想】 

 

（糸木名小学校 1年生） 

プログラミングたのしかったです。ありがとうございました。 

 

（伊仙小学校 2 年生）  



とてもたのしかったです。たった「4回」だったけど楽しかったです。また、やりたくなりました。 

 

（面縄小学校 2 年生）  

夏休みと 4日間ありがとうございました。みんなにプログラミングをおしえたいです。 

ありがとうございました。たのしかったです。 

 

（面縄小学校 4 年生） 

プログラミングにはきょう味があったので、いいき会になりました。いろいろなゲームやオリジナルゲームも作

れてうれしかったし、とても楽しかったです。 

 

（面縄小学校 5 年生） 

プログラミングは初めはとてもかんたんだと思っていたけれど、実際にプログラミングをしたら、とても難しか

った。 

 

（伊仙小学校 6 年生） 

このプログラミングは、とても勉強になったからこれからにいかしていきたいと思いました。自分で好きなゲー

ムを作れてうれしかったです。 

 

（伊仙小学校 6 年生） 

私は、今回二度目の参加で、ほとんど先生の話は聞いてなくて、「スクラッチ」の本でゲームを作っていたので、

復習的な感じで参加したけど、またいい勉強になったと思います。 

 

（面縄小学校 6 年生） 

私は、一回夏休みにもスクラッチをやったので、自分が好きなゲームをずっとつくっていたけど、とても楽しか

ったので良かったと思います。 

 

（社会人） 

① 授業で学ばせるプログラムは、パターンが決まっていて、悩むのが少なかったですが、ゲームプログラムは、

達成（完成）した時の喜びが大きかったです。 

② 自分の仕事に活かせる、部分が広まりました。 

③ 又機会があったら参加したいです。 

 ありがとうございました。 

 

（社会人） 

日常の何げない動きも、きちんと順序だてて論理的に説明できることが発見でした。おもしろいなと思いました。

ありがとうございました。 

 

（社会人） 

ありがとうございました。子供が小学一年生ということもあり、どうかなと心配する部分もありましたが遊び感

覚で楽しむことができ、今後につながる学びとなりとてもよかったです。 

 

 



令和 2 年度 いせん寺子屋 「生き方を学ぼう」 

講師：東京大学文学部博士課程 中村芳雅 

1 月 23 日（土）伊仙町学習支援スペース（中高生・大人：12 名＋Zoom 参加者 7名） 

 

はじめに 

 社会の急激な変化の中で生きづらさを感じている人も増えている時代、徳之島に移住した

宗教学専攻の現役東大生に、普段あまり触れる機会のない哲学的な考え方を共有してもらい

ました。子連れの参加者、Zoom での遠隔の参加者も多く、それぞれに普段感じている疑問、

この機会に聞きたかったことなど、貴重な学びの場となりました。 

 申し込みは島内小学 5 年生から大人まで、会場に 12 名、島内外から Zoom で 7 名の参加が

ありました。講義後の質疑応答も活発に行われ、時間が足りないように感じられた参加者も

見受けられました。 

講義の様子 

 前近代と近代の境目となる「フ 

ランス革命」の背景とその後の人 

と思想に関する講義。ジャン・ジ 

ャック・ルソー「エミール」よ 

り一部引用。 

 

 それを境に人々が手にした自由 

と責任の関係について。夏目漱 

石、サルトルの講演内容より引用 

 

 ナチスドイツ時代に多くのユダ 

ヤ人に対する犯罪行為の主犯格で 

あったアイヒマンを取ってして 

も、その元凶は彼の愚かさや凶悪

性ではなく完全な無思想性からく

るものだったというハンナ・アー

レント「エルサレムのアイヒマ

ン：悪の陳腐さについての報告」

の引用。 

 

 考えなく、指示に従くことの陳

腐さを例に、いかにこれからの時

代を生きるために「考えること」

が必要か、について。 

 子供さんから親御さんへの質問 

なども、全ての答えを出すことが 

親の役目かどうか、とにかく自分 

で考えろ、というのが一つの対応 

 

 



の仕方か、考えてほしい。 

 

 自分は徳之島で小中高校生の勉 

強を見る場面で、知識や学問の具 

体的な内容以外に、基本的には全 

て自分で考えるように伝えている 

  

 

 

 

質疑応答 

Q1＞自分とは何者か？その哲学の問はまさにアイデンティティの探求に他ならないと思

うが？ 

A1＞エリック・エリクソンが提唱したアイデンティティの概念。人は何故所属することに

安心感を見出すのか、それがその人を表すのであれば、所属を明らかにすることで自分が

何者かを表すことは間違いではない。 

 

Q2＞理想を考え追い求めるときに、性善説 vs 性悪説に立ち戻る。どのように考えるか？ 

A2＞まず何を持って「善」「悪」と定義するのか。その行為が善か悪かを決めるのは他者

であり社会的な背景。性善・性悪の境目が規定出来て初めて善と悪に分かれるが、そもそ

も絶対的な善悪は存在するのか？本人が「良い事」と信じてやるならばそれでいいとも解

釈できる。 

 

Q3＞なぜ徳之島へ移住を？？ 

A3＞島のために何か、など大仰な目的は持っていない。島の子供たちに、未来を変えてほ

しく、その手助けができるなら、と思ってここにいる。 

 

Q4＞なぜ人は自分が何者であるか分からない、どこかに所属しないと不安なのか？ 

A4＞自分がやったことの全責任を負うのは辛く、不安なもの。それが平気である人は、な

ぜ自分があいまいでどこに所属せずとも平気なのかを掘り下げた方が良い。 

 

Q5＞世の中二元論に陥りやすいがそれをどう見るか？ 

A5＞二元論は諸悪の根源だと感じている。誰しも感じているように、世界はそれほど単純

に切り分けられるものではない。議論上の仮定としてもあまり意味はない。 

終わりに 

 感想にもあるように、普段の生活では具体的に考えたり議論したりする機会のない内容を、限 

られた時間内で集中的に説明、考える機会を得ることが出来、参加者の満足度は非常に高かっ 

た。最終的には教育の在り方まで話は及んだものの、時間切れの感が残ってしまったので、次の 

機会を設けたほうが良いと思われた。 

また当日参加できなかった高校生から、録画動画視聴の申し込みもあり、年齢に限らず多様な 

ニーズがあることが証明された。 

 



参加者感想 

・ 幅広い年齢層が一緒の授業を受けていて面白かった。 

・ 哲学の入り口から端的にわかりやすく説いてくださり、日常に哲学を落とし込んで考えること

ができ、新たな視点の発見があった。 

・ 哲学の本を読んでは挫折してしまうので、今回の講座で哲学について少しベースができたこと

でまた自分でも学んでみたいと思いました。楽しい講座をありがとうございました。 

                                 （伊仙町 成人）              

 

・哲学は大学の必修科目として学んだ以来だったが、わかりやすかったです。（少し言葉は 

乱暴気味だったけど） 今回の大テーマは「考えろ」なのだと思いますが、その落としどこ

ろがハンナ・アーレントが書いた「無思想性」というのは、面白かった。あれほどの凶悪な

ことをいとも簡単に行えてしまった張本人は「上に言われただけ」が理由。これはここ 200

年ほどの大きな課題だと私も思う。  

身分思想が固定されていればある意味迷わず天命を全うするので世の中がそこまで複雑化

しなかったかもしれないが、現在は自由を担保されたが故に「考えなければ」ならない世の

中になった。 この「考える」というのは０からいきなり生まれるのではなく、勉学や経験

などの積み重ねであるという話は、哲学を知らない人でもピンとくる流れだったと思う。 

200 年の間にある意味進化を遂げたこと、例えば広告といった新しい文脈などはまさにこ

の激動の時代を経て奇しくも確立された手法で、現代では魅力的な仕事の１つにもなってい

るが、こういったことが表裏一体なのだと知った上で行うことと、知らずに行うことは大分

違うので、そのことに少しでも離島の学生が気づけた上で都会に出たら、見る目線が違うだ

ろうと感じました。                  （Zoom 参加者 大分県 成人） 

 

・関心のあるテーマだったので、時間があっという間に過ぎました。中村先生、ありがとう

ございました。自由であることのしんどさを子どもたちがどのように受け止めているのかな

あと会場の様子も気になりました。ヒトが生きる＝考えること。簡単そうに見えて、これを

実践するのは実はとても難しい。検索すれば、容易に答えが手に入る。この錯覚が考えるこ

とをヒトから奪ってしまっているのが今の時代かもしれません。自然科学の分野でも、いく

つかの単語を打ち込めば、すぐにクリアな映像と共に解説を読むことができてしまいます。

見たことも触ったこともないもの（虫や草や魚やいろいろ）を知っているような気にさせて

しまう感覚は、とくに子どもたちにとっては学習の機会を放棄させてしまっているようで、

非常にもったいないと感じています。今後も本講義のような「考える」場ができ、子育て世代

の方々にも広がり、自分のことから周囲のこと、そして島の未来のことまで考えるようにな

るといいなと思います。                （Zoom 参加者 伊仙町 成人） 

 

・私たちが受けている教育は答えだけでなく、そこに至る過程や思考まで決められて

いるのが現状です。そういった環境に長く晒されることで、考えない習慣が日常にな

り、何事も誰かに決めてもらう、あるいは意思決定の判断材料を外部に求めることに

陥っているのではないでしょうか。悩み考えた末に光明を見出す、あるいはもがき苦

しんで出したアイデアで実際にアクションを起こしてみる、といった学問の醍醐味が

薄れている気がします。そんな状況だからこそ本当のパラダイムシフトが必要な時が

今なのかもしれません。              （Zoom 参加者 伊仙町 成人） 



 

 

“自然秩序の中では、人間はみな平等であって、その共通の天職は人間であることだ。” 

 

“人間は後になって初めて人間になるのであり、人間は自らが作った所のものになるのである” 

 

“人間は自らについて責任を持つと言う場合それは全人類に対して責任を持つと言う意味である” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 2 年度 いせん寺子屋 「英語検定合格に向けて英語を学ぼう」 

講師：伊仙町学習支援員 中村芳雅・伊仙町教育委員会 松岡由紀 

1 月 16 日（土）・17 日（日）伊仙町学習支援スペース（中高生・大人：14 名） 

 

はじめに 

 コロナウイルス感染症の島内発生を受けて、12 月 5 日・6 日に予定していた本講座の延期

を決定した。年が明け、感染症の拡大が止まり、警戒レベルも 3 まで下がったこともあり、

また英検本番が 1月 22日（金）というを受けてこの日に実施した。 

 英検受験予定者 4級～2級までの希望者 14 名が、各級ごとに教室に分かれ、過去問を実際

の時間内で解いた。後半のリスニングも実施し、その場で採点、解説を行った。 

試験と解説の様子 

 コロナウイルス感染対策の観点 

から、教室内に密にならないよう 

配慮し、本番と同様の時間配分で 

過去問を解きました。 

 

リスニングも、当日と同じ内容 

で音源を流し、まずは実力で時間

内に解いてもらいました。 

 

 3 級、4級は時間を 30 分延長し

て、その場で自己採点、引き続き

解説を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 翌日の 2級、準 2級は、試験時

間だけで所定の時間を 20 分～30

分オーバーだったので、回答の配

布にとどめ、その後 1 時間程度残

れる人のみ、読解と文法の解説を

行いました。 

 

 



終わりに 

 伊仙町では英検、漢検受験時の補助を始めて以来、生徒の申し込みは増えており、今回も受験 

直前対策として間際まで申し込みがあった。受験学年もそれぞれで、また大人の申し込みもあ 

り、今後も継続的にフォローアップすることで各人のレベルアップ、資格習得に向けての支援が 

可能と思われる。本番さながらに問題を解くことも試験慣れとしては大切だが、その後の間違っ 

た部分の見直し、理解が必要なので、今後は連続講座として実施していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和2年度 いせん寺子屋 「う」 

講師：森と海の藝術学校主宰 野瀬貴子  

令和 3年 2月 6日（土）喜念浜（ 13 名） 

 

はじめに 

 世界全体で課題となっている海洋のゴミ問題。 

喜念浜の木陰にてその全貌を学び、実際に海岸を歩いてゴミや自然物を拾い、ボードへ自由

に貼りつけてアート作品を作成する。その過程で世界的な問題と身近な海岸の様子を目で見

て手で触り体感する事を目的とする。 

 

当日の様子 

 天城町在住の野瀬氏より、喜

念浜を会場に世界的な海洋のゴ

ミ問題についてのレクチャー。

当日は晴天だったこともあり、

木陰にて資料をもとに説明を行

う。 

 

 野瀬さんからはこれまで海で

拾い集めてきた自然物、プラス

チックなど様々な素材を手元

に、ボードへ貼りつけたアート

作品のサンプルを見せて頂き、

参加者は実際に海岸を歩き、自

由に漂着物を拾う。 

 

 たくさんの漂着物を持ち帰

り、準備されていたボードへ思

い思いの作品を自由に作成し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



制作の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各々作品を持っての集合写真 

 

 

 

 

  

 

 

 

終わりに 

 下は 4 歳から 80 代までの島内全域からの参加者を数え、世界的な環境問題を足元の自然環境と結 

び付けて考え、手を動かしながら体感することが出来た。参加者の小学生の中には、短時間で完全 

体が稀少なラッパウニの外殻を拾った子もおり、いつもそばにある海がいかに貴重な資源の宝庫で 

あるか、またそれも世界的な物質の動きとつながっている事を、それぞれの方が学ぶことが出来た 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 2 年度 いせん寺子屋 「潮だまりをのぞいて生き物を見るぞ！」 

講師：伊仙町地域おこし協力隊 西村奈美子氏 

令和 3 年 3月 14 日（日）13：00～14：30 喜念浜（大人 11 名＋子供 9名）  

 

はじめに 

 徳之島ではあまりに身近な海の

潮だまり。ただ、車で通りすぎる

だけでは、知ることのない豊かな

サンゴ礁の生物相を、この機会に

立ち止まってのぞき、触って学ぶ

ことを目的とする。 

 

 

当日の様子 

参加人数 

子供：9人 

大人：11 人 

 

＜事前＞ 

① 参加者集合後、事前の自己紹介

と当日の注意事項説明 

② 当日の趣旨として、「サンゴ礁

の生物相を観察しながら可能な

限り触れたり生態を学ぶ」こと

と「国立公園内なので、自然物

の持ち帰りはしない」ことを確

認 

③ 海の危険な生き物の説明と確認 

④ サンゴ礁の範囲の確認 

 

＜潮だまりでの説明＞ 

① クモヒトデの自切 

② ニセクロナマコの採餌・浄化 

③ カニの成体・幼体 

④ シカクナマコの名前付け遊び 

⑤ ナマコの官足・クモヒトデの口 

⑥ ハナガササンゴのポリプ 

⑦ オオイカリナマコの骨片 

⑧ ハマサンゴの年齢 

 

 

 

 



観察された生き物 

ゴマフクモヒトデ 

クロナマコ 

オハグロクモヒトデ 

ヤドカリ 

ニセクロナマコ 

ハゼの仲間 

ケブカガニ 

クリイロナマコ 

シカクナマコ 

ヒレジャコガイ 

ハマサンゴ・ナガウニ 

ヒラムシミドリイシ 

オオイカリナマコ 

ハナガササンゴ 

ルリスズメダイ 

レモンスズメダイ 

カタトサカ 

ウデフリクモヒトデ 

イバラカンザシ 

ミナミイワガニ 

コカメノコキクメイシ 

オキナワヒライソガニ 

イワオオギガニ 

ツノレイシガイ 

モンコウミウシ 

イボウミウシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



終わりに 

 途中グループに分かれてバケツ

を持ち、思い思いに気になる生物

を入れて全体で披露した。水面か

ら見えるナマコを水槽に入れて下

からのぞき、その生態を観察した

り、ハナガササンゴの美しいポリ

プを確認したり、普段見過ごすで

あろう海の浅瀬に広がる海中世界

を、全ての参加者が共有し、楽し

むことが出来た。 

 今後も場所を変えて、徳之島の

海辺を歩き、感じ、知る体験を重

ねていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


